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角田市総合教育会議 会議要旨 

会 議 名 令和４年度第１回角田市総合教育会議 

開 催 場 所  角田市役所３０１会議室 

開 催 日 時  令和４年１０月２０日（木）午後２時３０分～午後３時３０分 

出 席 者  １２名（別紙のとおり） 

事 務 局  総務部まちづくり政策課 

（次  第） 

１． 開 会 

２． 開会あいさつ（市長） 

３． 協 議 

（１）角田市立学校のいじめの状況について 

（２）角田市立学校の 2 学期制に関する方針について 

（３）角田市学校の適正規模等に関する基本構想の見直しについて 

４．その他 

５．閉会あいさつ（教育長） 

６．閉 会 

（会議要旨）  

３ 協 議 

（１）角田市立学校のいじめの状況について 

   説明者：【資料１】玉渕教育次長 

説明者から資料に基づき説明があった後、協議が行われた。（説明要旨省略） 

 協議要旨 

 ・１ページ、２「月別いじめ認知等件数」(1）令和３年度の月別いじめ認知等件数「中学校」に

関して継続件数の計算方法を再確認したい。令和３年度末時点と令和４年度当初時点の継続件

数については誤りではないか。 

 →認知案件は「件数」、解消・継続案件は「人数」で集計している。令和４年度当初時点の継続の

人数は４件の誤り。 

 ・軽微ないじめが長期間にわたり継続すると重大な事態になる可能性がある。子供たちの心のケ

ア、十分な対処が行われる必要がある。 

 ・軽微ないじめも内容、学級により対応が異なる。レベル毎に分類する考え方はあるべき。 

 

 

（２）角田市立学校の 2学期制に関する方針について 

   説明者：【資料２】玉渕教育次長 

説明者から資料に基づき説明があった後、協議が行われた。（説明要旨省略） 
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 協議要旨 

  特になし 

 

（３）角田市学校の適正規模等に関する基本構想の見直しについて 

   説明者：【資料３】玉渕次長 

説明者から資料に基づき説明があった後、協議が行われた。（説明要旨省略） 

 協議要旨 

 ・学校の統廃合が進んだ後の、少子化に対する施策は考えられているのか。 

 →新たな子育て政策を令和 5年度からの実施に向け庁内プロジェクトチームを立ち上げ検討を行

っている。 

 ・小中学校の統廃合が完結するのは、何年度を目途としているのか。 

 →子どもの減少がどの程度進行するのか、改めて推計する必要があり、現状では明確に答えられ

ない。今後、議論を進める中で解決していきたい。 

 ・角田中学校の具体的な建設場所について。 

 →立地条件、中高連携、学区等、解決すべき課題が多いため、今後議論を進める中で解決してい

きたい。 

令和４年度第１回角田市総合教育会議出席者名簿 

○会議構成員（６名、欠席１名） 

 市長              黑須  貫 

〔教育委員会〕 

 教育長             永井  哲 

 教育長職務代行者        安藤 正夫 

 教育委員会委員         毒島 弘美 

 教育委員会委員         大内 啓邦 

 教育委員会委員         加藤真由美（欠席） 

 

○事務局関係（１１名） 

 教育次長兼教育総務課長     玉渕 和紀 

教育総務課課長補佐       岩間 直司 

まちづくり政策課長       木村 信幸 

まちづくり政策課課長補佐    森   敦 

 まちづくり政策課企画調整係長  齋藤  謙 

 まちづくり政策課主査      加藤 千尋 

 まちづくり政策課主事      佐々木あづさ 

（敬称略・順不同） 


